解答は別紙の解答用紙に書いてください。

新しい製品をつくる際には、＜古い製品との互換性を確保する戦略＞（「互換性維持」戦略）と、＜古い製品との互換性を無視する戦略＞（「非互換」戦略）の二つが可能である。当然のことながら、「互換性維持」戦略と「非互換」戦略のどちらにもそれぞれメリット・デメリットがあるので、「一般的にどちらの戦略がより優れているのか？」というような議論は成り立たない。

ある特定の歴史的状況のもとで、どの企業がどちらの戦略を取った方がより良いのか、あるいは両者の戦略をどのようにミックスさせるべきなのかを議論すべきなのである。

ある特定の企業がある特定の時点である特定の製品に関して、「互換性維持」戦略を取るのと、「非互換」戦略のどちらを取るのがより適しているのかという問題に答えるためには、下記に列挙するような様々な視点から具体的状況をきちんと分析する必要がある。

① 「製品に関わる技術革新の現時点における状況や、技術発展の歴史的方向がどのようなものであるのか？」といった技術革新の現状と将来的展望という視点

② 「業界内における企業間競争のあり方はどのようなものなのか？」などといった業界の特性という視点

③ 「製品開発をしようとしている企業がどの程度の市場シェアを持っているのか？」とか、「業界内においてどのようなポジションを現在占めているのか？また将来的にどのようなポジションを占めようとしているのか？」といった業界内における企業のポジショニングという視点

③ 「製品開発をしようとしている企業の技術力はどの程度のものなのか？」とか、「他社に対してどのような技術的優位性を持っているのか？他社との技術的差異化はどの程度まで維持できるのか？」などといった企業の技術競争力という視点

上記のことを踏まえながら、下記の問いに答えなさい。

問１　インテル(Intel)社は1970年代後半に16ビットCPU（マイクロプロセッサー）である8086の開発に当たって、自社の８ビットCPU8080や8085との互換性をなるべく維持しようとする戦略を採用した。ＣＰＵが一度に処理する情報量の大きさを８ビットから16ビットへというように劇的に技術的性能を向上させようとするような抜本的な技術革新(radical innovation)の際に、そうした「互換性維持」戦略を採用することにはかなり大きな技術的デメリットがあったにも関わらず、インテル社はあえて「互換性維持」戦略を取った。

（1） ８ビットＣＰＵから１６ビットＣＰＵへの抜本的技術革新に際して、インテル社が「互換性維持」戦略を取ったことで生じた技術的デメリットにはどのようなものがあったのかを具体的に説明しなさい。

（2） インテル社はそうした技術的デメリットを理解していたにも関わらず、なぜあえて「互換性維持」戦略を取ったのか？その理由をわかりやすく説明しなさい。

問２　モトローラ(Motorola)社は、インテル社とは逆の技術戦略を採用し、16ビットCPUの開発に当たって、自社の８ビットとの互換性を重視しなかった。

（1） ８ビットＣＰＵから１６ビットＣＰＵへの抜本的技術革新に際して、モトローラ社が「非互換」戦略を取ったのは「なぜなのか？どのようなことを意図してのことなのか？」をわかりやすく説明しなさい。

（2） モトローラ社の意図にも関わらず、16ビットパソコン向けのＣＰＵ市場におけるモトローラ社のシェアは、８ビットパソコン向けのＣＰＵ市場の場合と同様に、さほど芳しいものではなかった。その理由に関してモトローラ社が取った「非互換」戦略のデメリットという視点から考察しなさい。

（3） 「非互換」戦略を採用するというモトローラ社の技術戦略は、完全な失敗というわけではなく、一定の成功は収めることができた。そのことを製品名をあげて具体的にわかりやすく説明しなさい。

IBM社は1981年にIBM PCでパソコン市場に参入し1980年代前半に大きな成功を収めた。当然のことながら、その成功の理由に関しては様々な視点から考察することができるが、ここではパソコンという「製品」の技術的構成、および、パソコン関連の技術革新のあり方という視点からその理由を考察することにしよう。

パソコンという「製品」は、大きくはハードウェアとソフトウェアから構成されている。もう少し詳しく言えば、CPU（マイクロプロセッサー）、主記憶装置（RAM）、外部記憶装置（HDD,FDD,CDドライブ,DVDドライブ）などといったハードウェア、OSソフト、開発言語ソフト、アプリケーションソフト、ユーティリティソフトなどといったソフトウェア、ハードウェアとソフトウェアの中間的存在としてのファームウェアであるBIOSなどの要素から構成されている。

それゆえパソコンという「製品」の技術的競争力や価格競争力は、構成要素としてどのようなものを採用したのかや、構成要素をどのようにうまく組み合わせたのかといったことなどによって大きく左右される。

またパソコンを開発し製造・販売するメーカーと、パソコンを構成するそうした様々な要素を開発し製造・販売するメーカーとは異なる会社であることが多い。そうした結果として、パソコンという「製品」のレベルでの技術革新に対して、パソコンを構成する「要素」の技術革新が先行する場合もある。

問３　８ビットパソコン、16ビットパソコン、32ビットパソコンのそれぞれについて、パソコンという「製品」のレベルでの技術革新に対して、どのような構成「要素」の技術革新が先行していたのかに関して、下記の表のような形式にまとめて、別紙の解答用紙で完成させなさい。すなわち、抜本的技術革新といえるパソコン「製品」の名称および販売開始年と、それに先行して開発されていた構成「要素」の名称および販売開始年を書きなさい。
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問４　ＩＢＭ PCの開発、および、ＩＢＭ PCが1980年代前半に成功をおさめた理由に関して、「互換性維持」戦略 vs 「非互換」戦略という視点からわかりやすく考察しなさい。

問５　IBMが1990年代にはパソコン事業が不振になり、2005年になりパソコン事業を他社に売り渡す結果となったことに関して、「互換性」「技術革新」ということをキーワードとして考察しなさい。

